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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータ線、複数の走査線、並びに対応するデータ線および対応する走査線に連結
された複数の画素を含む表示部と、
　前記複数の走査線に複数の走査信号を供給する走査駆動部と、
　前記複数の画素それぞれに対応する複数のデータ信号のうち、第１色を示す複数の第１
データ信号と第２色を示す複数の第２データ信号とを複数の出力線のうちの複数の第１出
力線を介して出力し、前記複数のデータ信号のうち、第３色を示す複数の第３データ信号
を前記複数の出力線のうちの複数の第２出力線を介して出力するデータ駆動部と、
　第１クロック信号に応じて、前記複数の第１データ信号を前記複数のデータ線のうちの
対応する複数の第１データ線に伝達し、第２クロック信号に応じて、前記複数の第２デー
タ信号を前記複数のデータ線のうちの対応する複数の第２データ線に伝達し、第３クロッ
ク信号に応じて、前記複数の第３データ信号を前記複数のデータ線のうちの対応する複数
の第３データ線に伝達するデータ分配部とを含み、
　１水平期間は、前記第１ないし第３データ信号を第１ないし第３容量性素子のそれぞれ
に格納する書き込み期間と、前記第１ないし第３容量性素子に格納された電圧が対応する
データ線に伝達される走査期間とを含み、
　前記書き込み期間の間、前記第１および第２クロック信号を順次に活性化させて出力す
る信号制御部をさらに含み、
　前記信号制御部は、
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　前記書き込み期間の間、前記第１クロック信号および前記第２クロック信号の活性化区
間とすべて重畳する活性化区間を含む前記第３クロック信号を出力し、
　前記複数の画素それぞれは、前記第１データ信号に応じて発光する第１副画素と、前記
第２データ信号に応じて発光する第２副画素と、前記第３データ信号に応じて発光する第
３副画素とを含み、
　前記複数の走査線は、
　前記第１および第２副画素に連結された複数の第１走査線と、
　前記第３副画素に連結された複数の第２走査線とを含むことを特徴とする有機発光表示
装置。
【請求項２】
　前記データ駆動部は、
　前記書き込み期間の間、前記第１データ信号と前記第２データ信号とを順次に出力し、
前記第３データ信号を前記第１データ信号および前記第２データ信号のうちの少なくとも
いずれか１つと一定区間重畳させて出力することを特徴とする請求項１記載の有機発光表
示装置。
【請求項３】
　前記信号制御部は、前記第１クロック信号および前記第２クロック信号の活性化区間が
互いに重畳しないように出力することを特徴とする請求項１記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　１フレームは、偶数フレームと奇数フレームとに区分され、
　前記信号制御部は、
　前記偶数フレームの前記第１クロック信号の活性化区間と、前記奇数フレームの前記第
１クロック信号の活性化区間とを互いに異ならせて出力することを特徴とする請求項１記
載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記信号制御部は、前記偶数フレームの前記第２クロック信号の活性化区間と、前記奇
数フレームの前記第２クロック信号の活性化区間とを互いに異ならせて出力することを特
徴とする請求項４記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記データ分配部は、
　前記第１および第２クロック信号に応じてターンオンされ、前記第１出力線と前記対応
する第１および第２データ線のうちのいずれか１つとを選択的に連結する第１および第２
スイッチング素子を含むことを特徴とする請求項１記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記データ分配部は、
　前記第３クロック信号に応じてターンオンされ、前記第２出力線と前記対応する第３デ
ータ線とを選択的に連結する第３スイッチング素子を含むことを特徴とする請求項６記載
の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記第３副画素は、緑色の光を発光し、
　前記走査駆動部は、
　前記第１走査線に供給する第１走査信号の走査オン期間より、前記第２走査線に供給す
る第２走査信号の走査オン期間をさらに長くして出力することを特徴とする請求項１記載
の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記信号制御部は、
　前記第１走査信号と前記第２走査信号との走査オン期間の差だけ、前記第１クロック信
号より前記第３クロック信号を遅延させて出力することを特徴とする請求項８記載の有機
発光表示装置。
【請求項１０】
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　複数のデータ線、複数の走査線、並びに対応するデータ線および対応する走査線に連結
された複数の画素を含む表示部と、前記複数の走査線に複数の走査信号を供給する走査駆
動部と、前記複数の画素それぞれに対応する複数のデータ信号を対応する複数の出力線に
出力するデータ駆動部とを含む有機発光表示装置の駆動方法において、
　第１色を示す第１データ信号および第２色を示す第２データ信号を連続配列し、前記複
数の出力線のうちの第１出力線に出力するステップと、
　第３色を示す第３データ信号を前記複数の出力線のうちの第２出力線に出力するステッ
プと、
　第１クロック信号に応じて、前記第１データ信号を前記複数のデータ線のうちの第１デ
ータ線に伝達するステップと、
　第２クロック信号に応じて、前記第２データ信号を前記複数のデータ線のうちの第２デ
ータ線に伝達するステップと、
　第３クロック信号に応じて、前記第３データ信号を前記複数のデータ線のうちの第３デ
ータ線に伝達するステップとを含み、
　１水平期間は、前記第１ないし第３データ信号を第１ないし第３容量性素子のそれぞれ
に格納する書き込み期間と、前記第１ないし第３容量性素子に格納された電圧が対応する
データ線に伝達される走査期間とを含み、
　前記第１および第２クロック信号を前記書き込み期間に順次に活性化させて出力するス
テップをさらに含み、
　前記書き込み期間の間、前記第１クロック信号および前記第２クロック信号の活性化区
間とすべて重畳する活性化区間を含む前記第３クロック信号を出力するステップをさらに
含み、
　前記複数の画素それぞれは、前記第１データ信号に応じて発光する第１副画素と、前記
第２データ信号に応じて発光する第２副画素と、前記第３データ信号に応じて発光する第
３副画素とを含み、
　前記複数の走査線は、
　前記第１および第２副画素に連結された複数の第１走査線と、
　前記第３副画素に連結された複数の第２走査線とを含むことを特徴とする有機発光表示
装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記第３データ信号を前記第２出力線に出力するステップは、
　前記第１および第２データ信号のうちのいずれか１つと一定時間重畳した時間の間に前
記第３データ信号を配列するステップを含むことを特徴とする請求項１０記載の有機発光
表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記第１および第２クロック信号を出力するステップにおいて、
　前記第１および第２クロック信号の活性化区間は互いに重畳しないことを特徴とする請
求項１０記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置およびその駆動方法に関する技術である。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な平板有機発光表示装置には、液晶有機発光表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓ
ｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）、電界放出有機発光表示装置（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓ
ｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＦＥＤ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ　Ｐａｎｅｌ：ＰＤＰ）および有機発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＯＬＥＤ）などがある。
【０００３】
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　平板有機発光表示装置のうち、一般に、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉ
ｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を用いた有機発光表示装置は、有機物
質の電界発光現象を利用した平板型ディスプレイ装置をいう。有機発光ダイオードは、電
極から電子とホールが注入され、注入された電子とホールが励起（Ｅｘｃｉｔａｔｉｏｎ
）状態を経て結合するメカニズムを利用して発光する。
【０００４】
　有機発光表示装置は、別の光源を必要としないため、体積と重量を減少させることがで
き、速い応答速度を有すると同時に、低消費電力で駆動され、発光効率、輝度および視野
角に優れるという利点があり、携帯用端末または大型テレビなどの電子製品に用いられる
。
【０００５】
　有機発光表示装置は、複数のデータ線にデータ信号を伝達するデータ駆動部と、複数の
走査線に走査信号を順次に伝達する走査駆動部と、複数の走査線および複数のデータ線に
接続される複数の画素とを含む。各画素は、当該データ信号に対応する電流を有機発光ダ
イオードに供給し、有機発光ダイオードは、供給される電流量に応じて発光する。
【０００６】
　このような有機発光表示装置の解像度を向上させるために画素の数を増加させる場合、
１つの走査線に連結された複数の画素は互いに異なるデータ線に連結されているため、デ
ータ線の数が画素の数に比例して増加する。これにより、データ駆動部の回路が複雑にな
り、製造費用が上昇する。
【０００７】
　これを解決するために、１つの入力信号を多数の出力線のうちのいずれか１つに選択的
に出力するデマルチプレクサ（Ｄｅｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ）を用いる。つまり、データ
駆動部から出力されたデータ信号を１：ｎ方式のデマルチプレクサを介して複数のデータ
線に順次に印加することにより、データ駆動部の回路構成を簡単にすることができる。
【０００８】
　このように、デマルチプレクサを用いる有機発光表示装置は、現在の水平期間に各画素
に入力されるデータ信号が前の水平期間に印加されたデータ信号によって影響を受けるの
を防止するために、各水平期間を、データ信号を書き込む書き込み期間と、走査信号に応
じてデータ信号が各画素に伝達される走査期間とに分離して駆動している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、有機発光表示装置が高解像度で発電することによって１水平期間が減少し、１
：ｎデマルチプレクサを介してすべての画素にデータを書き込むことに限界がある。この
ために、データ書き込み期間を増加させる場合、相対的に走査期間が短くなる。これによ
り、データ補償時間が短くなり、表示画面にムラが発生する。
【００１０】
　そこで、本発明は、高解像度を実現すると同時に、データ補償時間を確保することがで
きる有機発光表示装置およびその駆動方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一実施形態にかかる有機発光表示装置は、複数のデータ線、複数の走査線、並
びに対応するデータ線および対応する走査線に連結された複数の画素を含む表示部と、前
記複数の走査線に複数の走査信号を供給する走査駆動部と、前記複数の画素それぞれに対
応する複数のデータ信号のうち、第１色を示す複数の第１データ信号と第２色を示す複数
の第２データ信号とを複数の出力線のうちの複数の第１出力線を介して出力し、前記複数
のデータ信号のうち、第３色を示す複数の第３データ信号を前記複数の出力線のうちの複
数の第２出力線を介して出力するデータ駆動部と、第１クロック信号に応じて、前記複数
の第１データ信号を前記複数のデータ線のうちの対応する複数の第１データ線に伝達し、
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第２クロック信号に応じて、前記複数の第２データ信号を前記複数のデータ線のうちの対
応する複数の第２データ線に伝達し、前記複数の第３データ信号を前記複数のデータ線の
うちの対応する複数の第３データ線に伝達するデータ分配部とを含む。
【００１２】
　ここで、１水平期間は、前記第１ないし第３データ信号を第１ないし第３容量性素子の
それぞれに格納する書き込み期間と、前記第１ないし第３容量性素子に格納された電圧が
対応するデータ線に伝達される走査期間とを含み、前記データ駆動部は、前記書き込み期
間の間、前記第１データ信号と前記第２データ信号とを順次に出力し、前記第３データ信
号を前記第１データ信号および前記第２データ信号のうちの少なくともいずれか１つと一
定区間重畳させて出力することを特徴とする。
【００１３】
　そして、前記書き込み期間の間、前記第１および第２クロック信号を順次に活性化させ
て出力する信号制御部をさらに含むことを特徴とする。また、前記信号制御部は、前記第
１クロック信号および前記第２クロック信号の活性化区間が互いに重畳しないように出力
することを特徴とする。そして、１フレームは、偶数フレームと奇数フレームとに区分さ
れ、前記信号制御部は、前記偶数フレームの前記第１クロック信号の活性化区間と、前記
奇数フレームの前記第１クロック信号の活性化区間とを互いに異ならせて出力することを
特徴とする。
【００１４】
　前記信号制御部は、前記偶数フレームの前記第２クロック信号の活性化区間と、前記奇
数フレームの前記第２クロック信号の活性化区間とを互いに異ならせて出力することを特
徴とする。前記信号制御部は、前記書き込み期間の間、前記第１クロック信号および前記
第２クロック信号のうちの少なくともいずれか１つと一定時間重畳した活性化区間を含む
第３クロック信号を出力することを特徴とする。
【００１５】
　そして、前記データ分配部は、前記第３クロック信号に応じて、前記第３データ信号を
前記第３データ線に伝達することを特徴とする。前記データ分配部は、前記第１および第
２クロック信号に応じてターンオンされ、前記第１出力線と前記対応する第１および第２
データ線のうちのいずれか１つとを選択的に連結する第１および第２スイッチング素子を
含むことを特徴とする。さらに、前記データ分配部は、前記第３クロック信号に応じてタ
ーンオンされ、前記第２出力線と前記対応する第３データ線とを選択的に連結する第３ス
イッチング素子を含むことを特徴とする。
【００１６】
　また、前記複数の画素それぞれは、前記第１データ信号に応じて発光する第１副画素と
、前記第２データ信号に応じて発光する第２副画素と、前記第３データ信号に応じて発光
する第３副画素とを含み、前記複数の走査線は、前記第１および第２副画素に連結された
複数の第１走査線と、前記第３副画素に連結された複数の第２走査線とを含むことを特徴
とする。
【００１７】
　そして、前記第３副画素は、緑色の光を発光し、前記走査駆動部は、前記第１走査線に
供給する第１走査信号の走査オン期間より、前記第２走査線に供給する第２走査信号の走
査オン期間をさらに長くして出力することを特徴とする。
【００１８】
　また、前記信号制御部は、前記第１走査信号と前記第２走査信号との走査オン期間の差
だけ、前記第１クロック信号より前記第３クロック信号を遅延させて出力することを特徴
とする。
【００１９】
　そして、本発明の実施形態にかかる複数のデータ線、複数の走査線、並びに対応するデ
ータ線および対応する走査線に連結された複数の画素を含む表示部と、前記複数の走査線
に複数の走査信号を供給する走査駆動部と、前記複数の画素それぞれに対応する複数のデ
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ータ信号を対応する複数の出力線に出力するデータ駆動部とを含む有機発光表示装置の駆
動方法において、第１色を示す第１データ信号および第２色を示す第２データ信号を連続
配列し、前記複数の出力線のうちの第１出力線に出力するステップと、第３色を示す第３
データ信号を前記複数の出力線のうちの第２出力線に出力するステップと、第１クロック
信号に応じて、前記第１データ信号を前記複数のデータ線のうちの第１データ線に伝達す
るステップと、第２クロック信号に応じて、前記第２データ信号を前記複数のデータ線の
うちの第２データ線に伝達するステップと、前記第３データ信号を前記複数のデータ線の
うちの第３データ線に伝達するステップとを含むことを特徴とする。
【００２０】
　ここで、前記第３データ信号を前記第２出力線に出力するステップは、前記第１および
第２データ信号のうちのいずれか１つと一定時間重畳した時間の間に前記第３データ信号
を配列するステップを含むことを特徴とする。そして、１水平期間は、前記第１ないし第
３データ信号を第１ないし第３容量性素子のそれぞれに格納する書き込み期間と、前記第
１ないし第３容量性素子に格納された電圧が対応するデータ線に伝達される走査期間とを
含み、前記第１および第２クロック信号を前記書き込み期間に順次に活性化させて出力す
るステップをさらに含むことを特徴とする。
【００２１】
　また、前記第１および第２クロック信号を出力するステップにおいて、前記第１および
第２クロック信号の活性化区間は互いに重畳しないことを特徴とする。そして、前記書き
込み期間の間、前記第１および第２クロック信号のうちのいずれか１つと一定時間重畳し
た活性化区間を含む第３クロック信号を出力するステップをさらに含むことを特徴とする
。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の実施形態にかかる有機発光表示装置およびその駆動方法は、２：ｎデマルチプ
レクサを用いて各画素にデータ信号を書き込むことにより、高解像度を実現すると同時に
、データ補償時間を確保できる効果を提供する。
【００２３】
　また、本発明の実施形態は、各画素を駆動するためのＩＣの大きさおよびパネルの下部
のデッドスペース（ｄｅａｄ　ｓｐａｃｅ）を低減できる効果を提供する。
【００２４】
　そして、本発明の実施形態は、緑色副画素に対するムラ補償時間を確保できる効果を提
供する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置を示す図である。
【図２】図１に示されたデマルチプレクサ１４２の一実施形態にかかる詳細構成図である
。
【図３】本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング図
である。
【図４】本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング図
である。
【図５Ａ】本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング
図である。
【図５Ｂ】本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング
図である。
【図６】本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置を示す図である。
【図７】本発明の第４実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング図
である。
【図８】図１に示されたデマルチプレクサ１４２の他の実施形態にかかる詳細構成図であ
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る。
【図９】本発明の第５実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング図
である。
【図１０】本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置を示す図である。
【図１１】図１０に示されたデマルチプレクサ３４２の詳細構成図である。
【図１２】本発明の第６実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング
図である。
【図１３】図１０に示されたデマルチプレクサ３４２の他の実施形態にかかる詳細構成図
である。
【図１４】本発明の第７実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、添付した図面を参考にして、本発明の実施形態について、本発明の属する技術分
野における通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本
発明は、種々の異なる形態で実現可能であり、ここで説明する実施形態に限定されない。
図面において、本発明を明確に説明するために説明上不必要な部分は省略した。明細書全
体にわたって類似の部分については類似の図面符号を付した。
【００２７】
　明細書全体において、ある部分が他の部分に「連結」されているとする時、これは、「
直接的に連結」されている場合のみならず、その中間に別の素子を挟んで「電気的に連結
」されている場合も含む。また、ある部分がある構成要素を「含む」とする時、これは、
特に反対になる記載がない限り、他の構成要素を除外するのではなく、他の構成要素をさ
らに包含できることを意味する。
【００２８】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる実施形態を、添付した図面を参照して詳細に説明する。
【００２９】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００３０】
　図１は、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置を示す図である。
【００３１】
　図１を参照すれば、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置１００は、表示部
１１０と、走査駆動部１２０と、データ駆動部１３０と、データ分配部１４０と、信号制
御部１５０とを含む。表示部１１０は、複数の画素ＰＸを含む表示領域であり、複数の走
査線ＳＬ［１］～ＳＬ［ｎ］および複数のデータ線ＤＬ［１］～ＤＬ［ｍ］が形成される
。また、表示部１１０には、第１駆動電圧ＶＤＤ印加線（図示せず）および第２駆動電圧
ＶＳＳ印加線（図示せず）が形成される。
【００３２】
　ここで、複数の画素ＰＸそれぞれは、赤色の光を放出する赤色副画素Ｒと、緑色の光を
放出する緑色副画素Ｇと、青色の光を放出する青色副画素Ｂとを含む。赤色、緑色および
青色副画素Ｒ、Ｇ、Ｂそれぞれは、複数のデータ線ＤＬ［１］～ＤＬ［ｍ］に順に連結さ
れ、対応するデータ線から伝達されたデータ信号に応じて、有機発光ダイオードに供給さ
れる電流によって発光する。本発明の実施形態はこれに限定されず、各画素ＰＸを構成す
る副画素の種類、個数、配置順序などは変更可能である。
【００３３】
　走査駆動部１２０は、複数の走査線ＳＬ［１］～ＳＬ［ｎ］に連結され、第１駆動制御
信号ＣＯＮＴ１に応じて複数の走査信号Ｓ［１］～Ｓ［ｎ］を生成する。走査駆動部１２
０は、各走査信号Ｓ［１］～Ｓ［ｎ］を対応する走査線ＳＬ［１］～ＳＬ［ｎ］に伝達す
る。
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【００３４】
　データ駆動部１３０は、第２駆動制御信号ＣＯＮＴ２に応じて、映像データＲＧＢを表
示部１１０の特性に合わせて処理し、複数のデータ信号Ｄ［１］～Ｄ［ｍ］を生成する。
ここで、複数のデータ信号Ｄ［１］～Ｄ［ｍ］は、赤色副画素Ｒに対応する複数の赤色デ
ータ信号と、青色副画素Ｂに対応する複数の青色データ信号と、緑色副画素Ｇに対応する
複数の緑色データ信号とを含む。
【００３５】
　データ駆動部１３０は、複数の画素ＰＸそれぞれに対応する複数の赤色、緑色および青
色データ信号を複数の出力線ＤＯ［１］～ＤＯ［ｓ］を介して出力する。ここで、データ
駆動部１３０は、複数の赤色、緑色および青色データ信号のうち、少なくとも２つのデー
タ信号を複数の出力線ＤＯ［１］～ＤＯ［ｓ］のうちの複数の第１出力線を介して出力し
、残りの１つのデータ信号を複数の第２出力線を介して出力する。
【００３６】
　本発明の第１実施形態にかかるデータ駆動部１３０は、第１出力線を介して赤色データ
信号および青色データ信号を出力し、第２出力線を介して緑色データ信号を出力する。
【００３７】
　ここで、データ駆動部１３０は、赤色データ信号および青色データ信号を順次に出力す
ることが好ましい。そして、データ駆動部１３０は、緑色データ信号を赤色データ信号ま
たは青色データ信号と一定時間重畳する区間を有するように出力することが好ましい。例
えば、緑色データ信号を赤色データ信号と同じ時間の間出力するか、赤色データ信号およ
び青色データ信号が出力される時間の間出力することができる。
【００３８】
　つまり、データ駆動部１３０は、赤色データ信号および青色データ信号を連続配列し、
緑色データ信号を赤色データ信号または青色データ信号と重畳して配列した状態で、赤色
および青色データ信号は第１出力線に出力し、緑色データ信号は第２出力線に出力する。
本発明の実施形態はこれに限定されず、後の実施形態を通じて具体的に説明する。
【００３９】
　データ分配部１４０は、複数の出力線ＤＯ［１］～ＤＯ［ｓ］と複数のデータ線ＤＬ［
１］～ＤＬ［ｍ］との間に連結され、第１ないし第３クロック信号ＣＬＡ、ＣＬＢ、ＣＬ
Ｃに応じて、複数のデータ信号Ｄ［１］～Ｄ［ｍ］を複数のデータ線ＤＬ［１］～ＤＬ［
ｍ］に分配する。ここで、複数のデータ線ＤＬ［１］～ＤＬ［ｍ］それぞれは、赤色、緑
色および青色データ信号に対応する電圧を格納するための容量性素子、例えばキャパシタ
Ｃｒ、Ｃｇ、Ｃｂを含む。
【００４０】
　本発明の実施形態にかかるデータ分配部１４０は、第１および第２クロック信号ＣＬＡ
、ＣＬＢに応じて、複数の第１出力線を介して伝達された複数の赤色および青色データ信
号を順次に、複数のデータ線ＤＬ［１］～ＤＬ［ｍ］のうちの、赤色および青色副画素Ｒ
、Ｂに連結された複数のデータ線に伝達する。そして、データ分配部１４０は、第３クロ
ック信号ＣＬＣに応じて、複数の第２出力線を介して伝達された緑色データ信号を、複数
のデータ線ＤＬ［１］～ＤＬ［ｍ］のうちの、緑色副画素Ｇに連結された複数のデータ線
に伝達する。
【００４１】
　このために、データ分配部１４０は、複数の画素ＰＸそれぞれに対応する複数のデマル
チプレクサ１４２を含む。複数のデマルチプレクサ１４２それぞれは、第１ないし第３ク
ロック信号ＣＬＡ、ＣＬＢ、ＣＬＣに応じて、２つの出力線を対応する画素ＰＸの赤色、
緑色および青色副画素Ｒ、Ｇ、Ｂに連結された３つのデータ線に連結する。
【００４２】
　信号制御部１５０は、外部入力データＩｎＤおよび同期信号を受信し、第１および第２
駆動制御信号ＣＯＮＴ１、ＣＯＮＴ２、第１ないし第３クロック信号ＣＬＡ、ＣＬＢ、Ｃ
ＬＣおよび映像データＲＧＢを生成する。ここで、同期信号は、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ
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、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃおよびメインクロック信号ＭＣＬＫを含む。
【００４３】
　信号制御部１５０は、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに応じて、フレーム単位で外部入力デー
タＩｎＤを区分する。そして、信号制御部１５０は、水平同期信号Ｈｓｙｎｃに応じて、
走査線単位で外部入力データＩｎＤを区分して映像データＲＧＢを生成する。
【００４４】
　本発明の実施形態にかかる１水平期間は、赤色、緑色および青色データ信号をキャパシ
タＣｒ、Ｃｇ、Ｃｂのそれぞれに格納する書き込み期間と、キャパシタＣｒ、Ｃｇ、Ｃｂ
のそれぞれに格納された赤色、緑色および青色データ信号を対応するデータ線に伝達する
走査期間とを含む。信号制御部１５０は、書き込み期間に活性化される第１ないし第３ク
ロック信号ＣＬＡ、ＣＬＢ、ＣＬＣをデータ分配部１４０に伝達する。
【００４５】
　ここで、信号制御部１５０は、第１および第２クロック信号ＣＬＡ、ＣＬＢは、書き込
み期間に交番的に出力し、活性化区間が互いに重畳しないように出力することが好ましい
。そして、信号制御部１５０は、第３クロック信号ＣＬＣの活性化区間が第１クロック信
号ＣＬＡまたは第２クロック信号ＣＬＢと一定時間重畳するように出力することが好まし
い。
【００４６】
　図２は、図１に示されたデマルチプレクサ１４２の一実施形態にかかる詳細構成図であ
る。
【００４７】
　図２を参照すれば、本発明の一実施形態にかかるデマルチプレクサ１４２は、第１およ
び第２バッファＡ１、Ａ２と、第１ないし第３スイッチング素子Ｍ１～Ｍ３とを含む。こ
こで、第１ないし第３スイッチング素子Ｍ１～Ｍ３は、ｐチャネルタイプのトランジスタ
であるＰＭＯＳＦＥＴを含み、本発明の実施形態はこれに限定されない。
【００４８】
　第１バッファＡ１は、出力線ＤＯ［ｓ－１］に連結され、出力線ＤＯ［ｓ－１］を介し
て入力されたデータ信号をバッファリングして出力する。第２バッファＡ２は、出力線Ｄ
Ｏ［ｓ］に連結され、出力線ＤＯ［ｓ］を介して入力されたデータ信号をバッファリング
して出力する。
【００４９】
　第１スイッチング素子Ｍ１は、第１バッファＡ１の出力端とデータ線ＤＬ［ｍ－２］と
の間に連結され、第１クロック信号ＣＬＡによってターンオンされる。第２スイッチング
素子Ｍ２は、第１バッファＡ１の出力端とデータ線ＤＬ［ｍ］との間に連結され、第２ク
ロック信号ＣＬＢによってターンオンされる。
【００５０】
　第３スイッチング素子Ｍ３は、第２バッファＡ２の出力端とデータ線ＤＬ［ｍ－１］と
の間に連結され、第３クロック信号ＣＬＣによってターンオンされる。つまり、出力線Ｄ
Ｏ［ｓ－１］を介して赤色および青色データ信号が順次にデータ線ＤＬ［ｍ－２］、ＤＬ
［ｍ］に伝達され、出力線ＤＯ［ｓ］を介して緑色データ信号がデータ線ＤＬ［ｍ－１］
に伝達される。
【００５１】
　図３は、本発明の第１実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング
図である。
【００５２】
　図３を参照すれば、まず、信号制御部１５０は、書き込み期間Ｔｗの間、時点Ｐ１で第
１クロック信号ＣＬＡを活性化させて出力する。すると、第１クロック信号ＣＬＡによっ
てスイッチング素子Ｍ１がターンオンされ、出力線ＤＯ［ｓ－１］とデータ線ＤＬ［ｍ－
２］とが連結される。
【００５３】
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　この時、データ駆動部１３０は、出力線ＤＯ［ｓ－１］を介して赤色データ信号を出力
する。出力された赤色データ信号はデータ線ＤＬ［ｍ－２］に伝達され、キャパシタＣｒ
に赤色データ信号に対応する電圧が充電される。
【００５４】
　これと同時に、信号制御部１５０は、第３クロック信号ＣＬＣを活性化させて出力する
。すると、第３クロック信号ＣＬＣによってスイッチング素子Ｍ３がターンオンされ、出
力線ＤＯ［ｓ］とデータ線ＤＬ［ｍ－１］とが連結される。この時、データ駆動部１３０
は、出力線ＤＯ［ｓ］を介して緑色データ信号を出力する。出力された緑色データ信号は
データ線ＤＬ［ｍ－１］に伝達され、キャパシタＣｇに緑色データ信号に対応する電圧が
充電される。
【００５５】
　この状態で、信号制御部１５０は、第１および第３クロック信号ＣＬＡ、ＣＬＣを非活
性化させ、時点Ｐ２で第２クロック信号ＣＬＢを活性化させる。これにより、スイッチン
グ素子Ｍ１、Ｍ３がターンオフされ、スイッチング素子Ｍ２がターンオンされる。
【００５６】
　すると、出力線ＤＯ［ｓ－１］がデータ線ＤＬ［ｍ］に連結される。この時、データ駆
動部１３０は、青色データ信号を出力する。出力された青色データ信号はデータ線ＤＬ［
ｍ－１］に伝達され、キャパシタＣｂに青色データ信号に対応する電圧が充電される。
【００５７】
　その後、信号制御部１５０は、第２クロック信号ＣＬＢを非活性化させ、スイッチング
素子Ｍ２はターンオフされる。つまり、書き込み期間Ｔｗの間、赤色および青色データ信
号が順次にキャパシタＣｒ、Ｃｂに書き込まれ、同時に、緑色データ信号がキャパシタＣ
ｇに書き込まれる。したがって、書き込み期間Ｔｗの１／２期間の間、同時に２つのデー
タ信号を書き込むことにより、データ書き込み時間を十分に確保することができる。
【００５８】
　その後、走査期間Ｔｓの間、走査線ＳＬ［１］に走査信号Ｓ［１］が供給される。する
と、キャパシタＣｒ、Ｃｇ、Ｃｂに充電された電圧が赤色、緑色および青色副画素Ｒ、Ｇ
、Ｂに連結されたデータ線に伝達される。これにより、赤色、緑色および青色副画素Ｒ、
Ｇ、Ｂが発光する。
【００５９】
　同様に、次の水平期間２Ｈの書き込み期間Ｔｗの間、赤色データ信号および緑色データ
信号が同時にキャパシタＣｒ、Ｃｇに書き込まれ、赤色データ信号の書き込みが完了した
後、青色データ信号がキャパシタＣｂに書き込まれる。そして、走査期間Ｔｓの間、走査
線ＳＬ［２］に走査信号Ｓ［２］が供給され、キャパシタＣｒ、Ｃｇ、Ｃｂに充電された
電圧が赤色、緑色および青色副画素Ｒ、Ｇ、Ｂに連結されたデータ線に伝達され、赤色、
緑色および青色副画素Ｒ、Ｇ、Ｂが発光する。
【００６０】
　図４は、本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング
図である。
【００６１】
　図４を参照すれば、本発明の第２実施形態にかかる駆動方法は、第３クロック信号ＣＬ
Ｃの活性化区間が第１クロック信号ＣＬＡおよび第２クロック信号ＣＬＢの活性化区間と
すべて重畳するという点が、図３で説明した第１実施形態と異なる。
【００６２】
　つまり、第３クロック信号ＣＬＣの活性化区間が、第１クロック信号ＣＬＡまたは第２
クロック信号ＣＬＢの２倍以上である。これにより、緑色データ信号の書き込み時間を、
赤色および青色データ信号の書き込み時間より２倍以上確保することができる。例えば、
画素ＰＸがＲ／Ｇ／Ｂ／Ｇのペンタイル構造で配列され、相対的に緑色副画素Ｇに対する
データローディング（ｌｏａｄｉｎｇ）時間が長くなる場合、第３クロック信号ＣＬＣの
活性化区間を調整して緑色データ信号の書き込み時間を確保することができる。
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【００６３】
　図５Ａおよび図５Ｂは、本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を
示すタイミング図である。図５Ａおよび図５Ｂは、１フレームを奇数フレームおよび偶数
フレームに分割し、奇数フレームおよび偶数フレームを順次駆動する方法を説明するため
に示す図であり、図５Ａは奇数フレーム、図５Ｂは偶数フレームを示す図である。
【００６４】
　図５Ａおよび図５Ｂを参照すれば、本発明の第３実施形態にかかる走査駆動部１２０は
、１フレームの間、複数の走査線ＳＬ［１］～ＳＬ［ｎ］のうち、偶数番目の走査線に対
応する走査信号を順次に供給し、奇数番目の走査線に対応する走査信号を順次に供給する
動作を２回行う。ここで、信号制御部１５０は、偶数フレームでの第１クロック信号ＣＬ
Ａ（または第２クロック信号ＣＬＢ）の活性化区間Ｐｅを、奇数フレームでの活性化区間
Ｐｏと互いに異ならせて出力する。
【００６５】
　例えば、偶数フレームでの第１クロック信号ＣＬＡの活性化区間Ｐｅを、奇数フレーム
での第１クロック信号ＣＬＡの活性化区間Ｐｏより大きく設定することができる。また、
第２クロック信号ＣＬＢの場合、奇数フレームでは、偶数フレームでの第１クロック信号
ＣＬＡの活性化区間Ｐｅと同一に設定し、偶数フレームでは、奇数フレームでの第１クロ
ック信号ＣＬＡの活性化区間Ｐｏと同一に設定することができる。つまり、偶数フレーム
および奇数フレームでの第１クロック信号ＣＬＡの活性化区間の和と、第２クロック信号
ＣＬＢの活性化区間の和とが同一に設定されることが好ましい。
【００６６】
　このように、書き込み期間の間、赤色データ信号および青色データ信号を順次に書き込
むことにより、相対的に赤色データ信号（または青色データ信号）の書き込み時間が減少
するため、偶数フレームまたは奇数フレームでデータ書き込み時間を一定時間増加させ、
全体的に１フレームの間に赤色データ信号（または青色データ信号）を書き込む時間を図
３に比べて増加させることができる。
【００６７】
　図６は、本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置を示す図である。
【００６８】
　図６を参照すれば、本発明の第２実施形態にかかる有機発光表示装置２００は、表示部
１１０と、走査駆動部２２０と、データ駆動部１３０と、データ分配部１４０と、信号制
御部２５０とを含む。ここで、表示部１１０、データ駆動部１３０およびデータ分配部１
４０は図１と同一の構成で、説明上の便宜のために同一の図面符号で表し、詳細な説明は
省略する。
【００６９】
　走査駆動部２２０は、第１駆動制御信号ＣＯＮＴ１に応じて複数の第１および第２走査
信号Ｓｒ［１］～Ｓｒ［ｎ］、Ｓｇ［１］～Ｓｇ［ｎ］を生成する。走査駆動部２２０は
、複数の第１および第２走査信号Ｓｒ［１］～Ｓｒ［ｎ］、Ｓｇ［１］～Ｓｇ［ｎ］を対
応する第１および第２走査線ＳＬｒ［１］～ＳＬｒ［ｎ］、ＳＬｇ［１］～ＳＬｇ［ｎ］
に順次に伝達する。
【００７０】
　ここで、第１走査線ＳＬｒ［１］～ＳＬｒ［ｎ］は各画素ＰＸの赤色および青色副画素
Ｒ、Ｂに連結され、第２走査線ＳＬｇ［１］～ＳＬｇ［ｎ］は緑色副画素Ｇに連結される
。本発明の第２実施形態にかかる走査駆動部２２０は、複数の第１走査信号Ｓｒ［１］～
Ｓｒ［ｎ］より、複数の第２走査信号Ｓｇ［１］～Ｓｇ［ｎ］の走査オン時間を長く設定
することが好ましい。
【００７１】
　信号制御部２５０は、書き込み期間に活性化される第１ないし第３クロック信号ＣＬＡ
、ＣＬＢ、ＣＬＣをデータ分配部１４０に伝達する。ここで、信号制御部２５０は、第１
および第２クロック信号ＣＬＡ、ＣＬＢは書き込み期間に交番的に出力し、活性化区間が
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互いに重畳しないように出力することが好ましい。そして、信号制御部２５０は、第３ク
ロック信号ＣＬＣを第１クロック信号ＣＬＡより一定時間遅延させて出力することが好ま
しい。
【００７２】
　ここで、信号制御部２５０は、第３クロック信号ＣＬＣを、少なくとも複数の第２走査
信号Ｓｇ［１］～Ｓｇ［ｎ］と複数の第１走査信号Ｓｒ［１］～Ｓｒ［ｎ］との間の走査
オン時間の差だけ遅延させて出力することが好ましい。本発明の実施形態はこれに限定さ
れず、複数の第２走査信号Ｓｇ［１］～Ｓｇ［ｎ］の伝達時点が複数の第１走査信号Ｓｒ
［１］～Ｓｒ［ｎ］より早い場合、信号制御部２５０は、第３クロック信号ＣＬＣを、第
１クロック信号ＣＬＡより前に活性化させて出力することができる。また、第３クロック
信号ＣＬＣの活性化区間が第１クロック信号ＣＬＡまたは第２クロック信号ＣＬＢと一部
時間重畳するように出力することが好ましい。
【００７３】
　図７は、本発明の第４実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング
図である。
【００７４】
　図７を参照すれば、まず、信号制御部１５０は、書き込み期間Ｔｗの間、時点Ｐ１１で
第１クロック信号ＣＬＡを活性化させて出力する。すると、第１クロック信号ＣＬＡによ
ってスイッチング素子Ｍ１がターンオンされ、出力線ＤＯ［ｓ－１］とデータ線ＤＬ［ｍ
－２］とが連結される。
【００７５】
　この時、データ駆動部１３０は、出力線ＤＯ［ｓ－１］を介して赤色データ信号を出力
する。出力された赤色データ信号はデータ線ＤＬ［ｍ－２］に伝達され、キャパシタＣｒ
に赤色データ信号に対応する電圧が充電される。
【００７６】
　その後、時点Ｐ１２で、信号制御部１５０は、第３クロック信号ＣＬＣを活性化させて
出力する。すると、第３クロック信号ＣＬＣによってスイッチング素子Ｍ３がターンオン
され、出力線ＤＯ［ｓ］とデータ線ＤＬ［ｍ－１］とが連結される。この時、データ駆動
部１３０は、出力線ＤＯ［ｓ］を介して緑色データ信号を出力する。出力された緑色デー
タ信号はデータ線ＤＬ［ｍ－１］に伝達され、キャパシタＣｇに緑色データ信号に対応す
る電圧が充電される。
【００７７】
　この状態で、信号制御部１５０は、第１および第３クロック信号ＣＬＡ、ＣＬＣを非活
性化させ、時点Ｐ１３で第２クロック信号ＣＬＢを活性化させる。これにより、スイッチ
ング素子Ｍ１、Ｍ３がターンオフされ、スイッチング素子Ｍ２がターンオンされる。する
と、出力線ＤＯ［ｓ－１］がデータ線ＤＬ［ｍ］に連結される。
【００７８】
　この時、データ駆動部１３０は、青色データ信号を出力する。出力された青色データ信
号はデータ線ＤＬ［ｍ－１］に伝達され、キャパシタＣｂに青色データ信号に対応する電
圧が充電される。その後、信号制御部１５０は、第２クロック信号ＣＬＢを非活性化させ
、スイッチング素子Ｍ２はターンオフされる。
【００７９】
　その後、走査期間Ｔｓの間、走査線ＳＬｒ［１］に走査信号Ｓｒ［１］が供給される。
すると、キャパシタＣｒ、Ｃｂに充電された電圧が赤色および青色副画素Ｒ、Ｂに連結さ
れたデータ線に伝達される。これと同時に、走査線ＳＬｇ［１］に走査信号Ｓｇ［１］が
供給される。すると、キャパシタＣｇに充電された電圧が緑色副画素Ｇに連結されたデー
タ線に伝達される。この時、走査信号Ｓｒ［１］の走査オン時間より、走査信号Ｓｇ［１
］の走査オン時間が長い。つまり、緑色副画素Ｇに対する走査オン時間が赤色および青色
副画素Ｒ、Ｂに比べて長いため、相対的にムラに対する視認性の高い緑色副画素Ｇに対す
るデータ補償時間を十分に確保することができる。
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【００８０】
　また、次の水平期間２Ｈの書き込み期間Ｔｗの間、走査線ＳＬｇ［１］の走査が完了し
た時点の後、第３クロック信号ＣＬＣが第１クロック信号ＣＬＡより一定時間Ｔｄだけ遅
延して出力されるため、走査期間と書き込み期間との間のマージンを確保することができ
る。ここで、時間Ｔｄは、走査信号Ｓｒ［１］と走査信号Ｓｇ［１］との間の走査オン時
間の差だけであることが好ましい。
【００８１】
　図８は、図１に示されたデマルチプレクサ１４２の他の実施形態にかかる詳細構成図で
ある。
【００８２】
　図８を参照すれば、本発明の他の実施形態にかかるデマルチプレクサ１４２は、第１お
よび第２バッファＡ１１、Ａ１２と、第１ないし第３スイッチング素子Ｍ１１～Ｍ１３と
を含む。ここで、第１ないし第３スイッチング素子Ｍ１１～Ｍ１３は、ｐチャネルタイプ
のトランジスタであるＰＭＯＳＦＥＴを含み、本発明の実施形態はこれに限定されない。
【００８３】
　第１バッファＡ１１は、出力線ＤＯ［ｓ－１］に連結され、出力線ＤＯ［ｓ－１］を介
して入力されたデータ信号をバッファリングして出力する。第２バッファＡ１２は、出力
線ＤＯ［ｓ］に連結され、出力線ＤＯ［ｓ］を介して入力されたデータ信号をバッファリ
ングして出力する。
【００８４】
　第１スイッチング素子Ｍ１１は、第１バッファＡ１１の出力端とデータ線ＤＬ［ｍ－２
］との間に連結され、第１クロック信号ＣＬＡによってターンオンされる。第２スイッチ
ング素子Ｍ１２は、第１バッファＡ１１の出力端とデータ線ＤＬ［ｍ］との間に連結され
、第３クロック信号ＣＬＣによってターンオンされる。
【００８５】
　第３スイッチング素子Ｍ１３は、第２バッファＡ１２の出力端とデータ線ＤＬ［ｍ－１
］との間に連結され、第２クロック信号ＣＬＢによってターンオンされる。つまり、出力
線ＤＯ［ｓ－１］を介して赤色および緑色データ信号が順次にデータ線ＤＬ［ｍ－２］、
ＤＬ［ｍ］に伝達され、出力線ＤＯ［ｓ］を介して青色データ信号がデータ線ＤＬ［ｍ－
１］に伝達される。
【００８６】
　図９は、本発明の第５実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミング
図であり、図８に示されたデマルチプレクサ１４２を適用した場合である。
【００８７】
　図９を参照すれば、本発明の第５実施形態にかかる駆動方法は、赤色および緑色データ
信号が順次に出力される。つまり、図３で説明した駆動方法とは異なり、赤色データ信号
と青色データ信号とが同時に出力され、赤色データ信号が出力された後、緑色データ信号
が出力される。
【００８８】
　図１０は、本発明の第３実施形態にかかる有機発光表示装置を示す図である。
【００８９】
　図１０を参照すれば、本発明のさらに他の実施形態にかかる有機発光表示装置３００は
、表示部１１０と、走査駆動部１２０と、データ駆動部１３０と、データ分配部３４０と
、信号制御部３５０とを含む。ここで、表示部１１０、走査駆動部１２０およびデータ駆
動部１３０は図１と同一の構成で、説明上の便宜のために同一の図面符号で表し、詳細な
説明は省略する。
【００９０】
　データ分配部３４０は、信号制御部３５０から第１および第２クロック信号ＣＬＡ、Ｃ
ＬＢが伝達され、データ駆動部１３０の出力線ＤＯ［１］～ＤＯ［ｓ］を介して伝達され
た複数のデータ信号Ｄ［１］～Ｄ［ｍ］を複数のデータ線ＤＬ［１］～ＤＬ［ｍ］それぞ
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れに伝達する。ここで、複数のデータ線ＤＬ［１］～ＤＬ［ｍ］は、赤色、緑色および青
色データ信号に対応する電圧を格納するためのキャパシタＣｒ、Ｃｇ、Ｃｂを含む。
【００９１】
　データ分配部３４０は、データ駆動部１３０の２つの出力線から伝達された３つのデー
タ信号を赤色、緑色および青色副画素Ｒ、Ｇ、Ｂに伝達する複数のデマルチプレクサ３４
２を含む。ここで、デマルチプレクサ３４２のそれぞれは、２つの出力線ＤＯ［ｓ－１］
、ＤＯ［ｓ］と３つのデータ線ＤＬ［ｍ－２］、ＤＬ［ｍ－１］、ＤＬ［ｍ］との間に連
結され、第１および第２クロック信号ＣＬＡ、ＣＬＢに応じて、出力線ＤＯ［ｓ－１］と
データ線ＤＬ［ｍ－２］、ＤＬ［ｍ］とを順次に連結する。
【００９２】
　信号制御部３５０は、第１および第２クロック信号ＣＬＡ、ＣＬＢを書き込み期間にデ
ータ分配部３４０に伝達する。ここで、信号制御部３５０は、書き込み期間の間、第１お
よび第２クロック信号ＣＬＡ、ＣＬＢを交番的に出力し、第１および第２クロック信号Ｃ
ＬＡ、ＣＬＢの各活性化区間が重畳しないように出力することが好ましい。
【００９３】
　図１１は、図１０に示されたデマルチプレクサ３４２の一実施形態にかかる詳細構成図
である。
【００９４】
　図１１を参照すれば、本発明の一実施形態にかかるデマルチプレクサ３４２は、第１お
よび第２バッファＡ２１、Ａ２２と、第１および第２スイッチング素子Ｍ２１、Ｍ２２と
を含む。ここで、第１および第２スイッチング素子Ｍ２１、Ｍ２２は、ｐチャネルタイプ
のトランジスタであるＰＭＯＳＦＥＴを含み、本発明の実施形態はこれに限定されない。
第１バッファＡ２１は、出力線ＤＯ［ｓ－１］に連結され、出力線ＤＯ［ｓ－１］を介し
て入力されたデータ信号をバッファリングして出力する。第２バッファＡ２２は、出力線
ＤＯ［ｓ］に連結され、出力線ＤＯ［ｓ］を介して入力されたデータ信号をバッファリン
グして出力する。
【００９５】
　第１スイッチング素子Ｍ２１は、第１バッファＡ２１の出力端とデータ線ＤＬ［ｍ－２
］との間に連結され、第１クロック信号ＣＬＡによってターンオンされる。第２スイッチ
ング素子Ｍ２２は、第１バッファＡ２１の出力端とデータ線ＤＬ［ｍ］との間に連結され
、第２クロック信号ＣＬＢによってターンオンされる。
【００９６】
　これにより、出力線ＤＯ［ｓ－１］を介して赤色および青色データ信号が順次にデータ
線ＤＬ［ｍ－２］、ＤＬ［ｍ］に伝達され、出力線ＤＯ［ｓ］を介して緑色データ信号が
データ線ＤＬ［ｍ－１］に伝達される。つまり、本発明のさらに他の実施形態にかかるデ
マルチプレクサ３４２は、データ信号の変化がない出力線ＤＯ［ｓ］に対する別のクロッ
ク信号を受信せず、データ駆動部１３０の出力をそのままデータ線ＤＬ［ｍ］に伝達する
。
【００９７】
　図１２は、本発明の第６実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミン
グ図であり、図１１に示されたデマルチプレクサ３４２を適用した場合である。
【００９８】
　図１２を参照すれば、まず、第１クロック信号ＣＬＡによってスイッチング素子Ｍ２１
がターンオンされ、出力線ＤＯ［ｓ－１］とデータ線ＤＬ［ｍ－２］とが連結される。こ
の時、データ駆動部１３０は、出力線ＤＯ［ｓ－１］を介して赤色データ信号を出力する
。すると、赤色データ信号がデータ線ＤＬ［ｍ－２］に伝達される。
【００９９】
　同時に、データ駆動部１３０から緑色データ信号が出力線ＤＯ［ｓ］を介して出力され
、第２バッファＡ２２によってバッファリングされてデータ線ＤＬ［ｍ－１］に伝達され
る。
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【０１００】
　その後、第１クロック信号ＣＬＡが非活性化されてスイッチング素子Ｍ２１がターンオ
フされ、第２クロック信号ＣＬＢによってスイッチング素子Ｍ２２がターンオンされ、出
力線ＤＯ［ｓ－１］がデータ線ＤＬ［ｍ］に連結される。この時、データ駆動部１３０は
、青色データ信号を出力線ＤＯ［ｓ－１］を介して出力する。すると、青色データ信号が
データ線ＤＬ［ｍ］に伝達される。
【０１０１】
　その後、データ線ＤＬ［ｍ－２］、ＤＬ［ｍ－１］、ＤＬ［ｍ］に出力されたデータ信
号は、キャパシタＣｒ、Ｃｇ、Ｃｂにそれぞれ充電される。走査期間Ｔｓの間、複数の走
査線ＳＬ［１］～ＳＬ［ｎ］に走査信号Ｓ［１］～Ｓ［ｎ］が順次に供給される。すると
、各走査線ＳＬ［１］～ＳＬ［ｎ］に連結された画素ＰＸの赤色、緑色、青色副画素Ｒ、
Ｇ、Ｂに、キャパシタＣｒ、Ｃｇ、Ｃｂに充電されたデータ信号が伝達される。これによ
り、赤色、緑色、青色副画素Ｒ、Ｇ、Ｂが発光する。
【０１０２】
　同様に、次の水平期間２Ｈの間にも、赤色データ信号と緑色データ信号が同じ時点から
書き込まれ、赤色データ信号が書き込まれた後、青色データ信号が順次に書き込まれる。
【０１０３】
　図１３は、図１０に示されたデマルチプレクサ３４２の他の実施形態にかかる詳細構成
図である。
【０１０４】
　図１３を参照すれば、本発明の他の実施形態にかかるデマルチプレクサ３４２は、第１
および第２バッファＡ３１、Ａ３２と、第１および第２スイッチング素子Ｍ３１、Ｍ３２
とを含む。ここで、第１および第２スイッチング素子Ｍ３１、Ｍ３２は、ｐチャネルタイ
プのトランジスタであるＰＭＯＳＦＥＴを含み、本発明の実施形態はこれに限定されない
。第１バッファＡ３１は、出力線ＤＯ［ｓ－１］に連結され、出力線ＤＯ［ｓ－１］を介
して入力されたデータ信号をバッファリングして出力する。第２バッファＡ３２は、出力
線ＤＯ［ｓ］に連結され、出力線ＤＯ［ｓ］を介して入力されたデータ信号をバッファリ
ングして出力する。
【０１０５】
　第１スイッチング素子Ｍ３１は、第１バッファＡ３１の出力端とデータ線ＤＬ［ｍ－２
］との間に連結され、第１クロック信号ＣＬＡによってターンオンされる。第２スイッチ
ング素子Ｍ３２は、第１バッファＡ３１の出力端とデータ線ＤＬ［ｍ－１］との間に連結
され、第２クロック信号ＣＬＢによってターンオンされる。これにより、出力線ＤＯ［ｓ
－１］を介して赤色および緑色データ信号が順次にデータ線ＤＬ［ｍ－２］、ＤＬ［ｍ－
１］に伝達され、出力線ＤＯ［ｓ］を介して青色データ信号がデータ線ＤＬ［ｍ］に伝達
される。
【０１０６】
　図１４は、本発明の第７実施形態にかかる有機発光表示装置の駆動方法を示すタイミン
グ図であり、図１３に示されたデマルチプレクサ３４２を適用した場合である。
【０１０７】
　図１４を参照すれば、本発明の第７実施形態にかかる駆動方法は、赤色および緑色デー
タ信号が順次に出力される。つまり、図１２で説明した駆動方法とは異なり、赤色データ
信号と青色データ信号とが同時に出力され、赤色データ信号が出力された後、緑色データ
信号が出力される。
【０１０８】
　以上、本発明の実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに限定さ
れるものではなく、以下の請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者
の様々な変形および改良形態も本発明の権利範囲に属する。
【符号の説明】
【０１０９】
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　１１０：表示部
　１２０、２２０：走査駆動部
　１３０：データ駆動部
　１４０、２４０、３４０：データ分配部
　１５０、２５０、３５０：信号制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５Ａ】 【図５Ｂ】
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【図８】 【図９】
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【図１２】 【図１３】



(20) JP 6271862 B2 2018.1.31

【図１４】



(21) JP 6271862 B2 2018.1.31

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ａ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ｌ        　　　　　

(56)参考文献  特開２００６－０６５２８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              韓国公開特許第１０－２００８－００４１５２６（ＫＲ，Ａ）　　　
              特開２００６－１１３５４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１４／０１５２６３９（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　３／００　－　３／３８



专利名称(译) 有机发光显示装置及其驱动方法

公开(公告)号 JP6271862B2 公开(公告)日 2018-01-31

申请号 JP2013104805 申请日 2013-05-17

[标]申请(专利权)人(译) 三星显示有限公司

申请(专利权)人(译) 三星显示器的股票会社

当前申请(专利权)人(译) 三星显示器的股票会社

[标]发明人 鄭先伊
嚴基明

发明人 鄭 先 伊
嚴 基 明

IPC分类号 G09G3/3291 G09G3/20

CPC分类号 G09G3/2003 G09G3/3291 G09G2310/0262 G09G2310/0297 G09G3/3266 G09G3/3275

FI分类号 G09G3/3291 G09G3/20.621.M G09G3/20.623.C G09G3/20.623.D G09G3/20.623.M G09G3/20.642.A 
G09G3/20.642.L G09F9/30.365 G09F9/30.365.Z G09G3/30.K G09G3/3275

F-TERM分类号 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD05 5C080/DD22 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080
/JJ03 5C080/JJ04 5C094/AA03 5C094/AA05 5C094/BA27 5C094/CA19 5C094/DB01 5C380/AA01 
5C380/AB04 5C380/AB19 5C380/AB34 5C380/BA17 5C380/BA34 5C380/BB02 5C380/BB14 5C380
/CA21 5C380/CA52 5C380/CA53 5C380/CA54 5C380/CA57 5C380/CF22 5C380/CF43 5C380/CF53

优先权 1020130021529 2013-02-27 KR

其他公开文献 JP2014164299A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

有机发光显示装置及其驱动方法本发明涉及有机发光显示装置及其驱动
方法。 多条数据线，多条扫描线，以及显示单元，其包括相应的多个连
接至所述扫描线与数据线和相应的扫描像素提供多个扫描信号到多个扫
描线指示第一颜色的多个第一数据信号和指示与多个像素中的每个像素
对应的多个数据信号中的第二颜色的多个第二数据信号，并且经由多个
第一输出线输出数据，并且经由多个输出线中的多个第二输出线输出指
示多个数据信号中的第三颜色的多个第三数据信号响应于第一时钟信号
将多个第一数据信号发送到多条数据线中的相应数据线，并且响应于第
二时钟信号发送多个第二数据信号，数据信号被发送到多条数据线中的
多条相应的第二数据线和数据分配器，该多个第三数据信号发送到相应
的多个所述多条数据线中的第三数据线。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/78409b4c-4512-4be1-bc9b-1fb3dd31b050
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/048949031/publication/JP6271862B2?q=JP6271862B2

